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間照明に照 らし出 されたアクPポ リスを見たO
今,私は希臆 にゐる｡私は無上の幸に酔 って
ゐる｡
私は自分の筆 が躍 るに任せ よ う｡私は今 日つ
ひにアク ロポ リスを見た .′ パル テ ノンを見
た .′ ゼ ウスの官居を見た .′ 巴里で経済的窮
境 に置かれ,希版行を断念 しかかって居た ころ
のこと,それ らは私の夢にしば しば現ほれた｡
か ういふ事情に免 じて, しばらくの問,私の筆
が躍 るのを恕 して もらいたい｡｣(ll)
三 島由紀夫に とって,ギ リシアは何故, こんな









































































































































































































































































































































































































































































































































































































(7)rポテ ィチ ェル リの世界｣,初出は1972年2月｢サン
ケイ新聞｣
r北の森からJp.235
(8)(9) 同上
(10)同書,p.262
(ll) 長野大学記要,拙論 ｢辻邦生論I｣ⅠⅤ章p.111
(12)r北の森からJp.262
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